
令和6年度出生10人
3月定例会

～人口４,６８４人（R7.１月） 65歳以上の高齢化率４０.４％～

議
第
９
号　
令
和
６
年
度
金
山
町
一般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）

矢
口
政
一
議
員　
出
産
祝
い
金
支
給
事

業
が
２
５
０
万
円
減
額
補
正
さ
れ
て
い

る
が
、
６
年
度
の
出
生
数
は
。
町
は
少

子
化
を
ど
う
捉
え
、
国
や
県
に
ど
の
よ

う
な
要
望
を
し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
出
産
祝
い
金
支
給
件
数
は

９
件
、
妊
娠
中
の
方
の
転
入
が
１
件
で
、
10

人
の
出
生
予
定
。

町
長　
出
生
数
を
増
や
す
た
め
、
子
育
て
支

援
策
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
観
点
で
国
の
方

に
も
毎
年
要
望
し
て
い
る
。
国
が
設
け
た
こ

ど
も
家
庭
庁
の
施
策
と
町
独
自
の
施
策
も
合

わ
せ
て
地
道
に
行
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

中
村
忠
行
議
員　
金
山
か
ら
農
林
専
門

職
大
学
に
通
う
町
内
と
町
外
か
ら
の
学

生
へ
の
補
助
金
の
公
平
性
は
。
ま
た
金

山
に
住
み
仕
事
に
通
う
に
は
普
通
運
転

免
許
取
得
が
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
に
補

助
す
る
こ
と
は
人
口
の
社
会
減
に
対
す

る
施
策
に
な
る
の
で
は
。

　
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て 

①
町
民
は
町
の
新

た
な
事
業
や
明
る
い
展

望
に
期
待
し
て
い
る
こ

と 

②
次
の
１
０
０
年
を

見
据
え
、
各
種
施
策
を

展
開
し
て
い
く
た
め
に

は
、
財
政
が
健
全
な
状
態
を
確
実
に
維
持
す
る
こ

と
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と 

③
こ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
、
事
業
見
直
し
や
事
務
改
善
の
継
続
的
な
取
組

み
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
職
員一人
ひ
と
り
の
改
善

意
識
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
町
の

魅
力
や
活
力
、
何
よ
り
も
町
民
生
活
が
向
上
す
る

よ
う
諸
事
情
を
十
分
認
識
の
う
え
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
町
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に
繋

が
る 

ベ
ー
ス
と
な
る
重
点
推
進
施
策
と
し
て
は
、

１
．健
康
長
寿
〜
生
涯
を
通
じ
た
心
と
か
ら
だ
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
、
２
．未
来
に
つ
な
が
る
産
業
の

振
興
、３
．交
流
の
推
進
に
よ
る
関
連
産
業
の
振
興
、

４
．次
世
代
に
つ
な
が
る
景
観
運
動
、
５
．安
全
安

心
な
生
活
環
境
の
確
保
、
６
．町
制
施
行
１
０
０
周

年
事
業
に
係
る
ポ
ス
ト
事
業
の
積
極
的
な
実
施
、

７
．経
済
情
勢
に
応
じ
た
支
援
拡
充
、
８
．金
山
版

Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
８
点
を
重
点
的
に
推
進
し
、
将
来

に
向
け
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
く
た
め
の
予
算
を
盛
り
込
ん
だ
。

町
長　
専
門
職
大
学
は
新
庄
・
最
上
で
誘
致

し
た
も
の
で
地
元
だ
け
で
な
く
多
く
の
学
生

の
入
学
を
期
待
す
る
た
め
地
元
と
は
差
別
化

を
し
た
い
。
金
山
に
住
み
続
け
る
た
め
の
策

の一つ
と
し
て
、
普
通
免
許
へ
支
援
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
若
い
方
々
の
意
見
を
伺
う
機
会

を
設
け
た
い
。

大
場
洋
介
議
員　
豪
雨
災
害
で
小
学
校

裏
山
に
設
置
し
た
地
す
べ
り
計
の
状
況

は
。
ま
た
今
後
の
プ
ー
ル
使
用
計
画
と

復
旧
工
事
は
。

教
学
課
長　
現
在
２
基
の
地
す
べ
り
計
が
設

置
さ
れ
、
地
質
調
査
の
結
果
報
告
を
３
月
中

に
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
裏
山
急
傾

斜
地
の
工
事
が
７
年
度
に
行
わ
れ
る
た
め
、

プ
ー
ル
は
使
用
せ
ず
他
で
授
業
を
行
う
。
雪

解
け
後
、
ど
の
程
度
の
修
繕
が
必
要
か
も
う

一度
調
査
を
し
、
プ
ー
ル
の
工
事
を
行
う
。

寒
河
江
宏
一
議
員　
町
道
、
公
園
等
の

照
明
灯
の
設
置
数
、
リ
ー
ス
料
、
契
約

期
間
は
。
照
明
が
点
滅
す
る
箇
所
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
不
具
合
の
補
償
は
。

環
境
整
備
課
長　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
推
進
す
る
た
め
道
路
等
の
照
明
1
1
0
箇

所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
は
か
っ
た
。
リ
ー
ス
料

1
2
1
万
円
の
10
年
契
約
。
現
在
４
件
の
点

滅
個
所
を
把
握
し
て
お
り
、
全
個
所
の
点
検

を
契
約
業
者
に
指
示
し
た
。
料
金
は
保
守
点

検
料
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
発
生
し
な
い
。

須
藤
典
夫
議
員　
町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
や
横
断
歩
道
の
白
線
が
消
え
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
場
に
接
し
て
い
る
町
道

の
路
肩
が
除
草
剤
の
影
響
で
無
く
な
る

状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。
路
肩
管
理
や

除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て
伺
う
。

町
民
税
務
課
長　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側

線
は
国
か
ら
の
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

で
町
が
工
事
を
行
い
、
横
断
歩
道
は
警
察
で

行
う
。

町
長　
路
肩
に
つ
い
て
は
現
場
を
確
認
し
、

除
草
剤
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
し
て
い
る
の
か
、

他
町
村
で
は
ど
う
な
の
か
、
情
報
収
集
や
調

査
、
研
究
を
し
た
い
。

星
川
智
子
議
員　
み
ら
い
留
学
学
生
寮

改
修
工
事
費
が
6
5
0
万
円
の
多
額
の

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
何
故
か
。
新
し
く

２
棟
増
え
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
来
年
度
の
体
制
は
。

教
学
課
長　
工
事
費
は
当
初
想
定
し
て
い
た

設
定
額
よ
り
大
幅
に
低
い
金
額
で
入
札
さ
れ

た
た
め
減
額
に
な
っ
た
。
男
子
学
生
３
名
、

女
子
学
生
２
名
入
寮
の
予
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の

棟
に
舎
監
を
置
き
、
調
理
ス
タ
ッ
フ
が
食
事

を
提
供
す
る
。
来
年
度
の
募
集
は
５
名
の
想

定
。
今
後
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な
が
ら

来
年
度
の
体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
。

五
十
嵐
優
一
議
員　
今
年
の
水
上
が
り

の
状
況
は
。
毎
年
同
じ
箇
所
で
発
生
す

る
水
上
が
り
の
原
因
の
解
消
策
や
検
討

を
含
め
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

環
境
整
備
課
長　
２
月
以
降
に
短
期
間
で
大

雪
が
降
っ
た
時
発
生
し
、
特
に
酷
か
っ
た
の

が
新
庄
南
高
校
金
山
校
前
。
山
崎
は
流
末
の

融
雪
溝
の
小
さ
さ
が
原
因
の
た
め
、
高
規
格

道
路
の
イ
ン
タ
ー
工
事
の
際
、
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
拡
幅
の
要
望
を
国
交
省
に
し
て
い

る
。
ま
た
防
災
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
水
上
が
り
箇

所
を
示
し
、一斉
の
投
雪
を
防
ぎ
た
い
。

町
長
施
政
方
針
要
旨

３月議会定例会提出議案 ※当初予算関連はＰ4へ

３月定例会が６日から１３日まで開催された。人口減少対策が急務だが、解決のハードルは高い。
町民がより幸せに暮らせるよう、身の丈に合った行政サービスやインフラ整備を進めていく。

一般会計予算の構成

議
案
へ
の

質
疑
応
答
要
旨

総  額
50億6100万円

町税8.1%

地方交付税
45.2%

町債
12.3%

国庫支出金
6.8%
県支出金
5.0%
繰入金9.4% 繰出金6.5%

補助費等
16.4%

維持補修費
4.4%

物件費
20.3%

投資的経費
14.2%

公債費9.0%
扶助費8.7%

義務的経費
35.8%

人件費
18.1%

寄付金4.0%
その他9.2%

その他2.4%

歳入 歳出

１．町長提出議案
議案番号 議　案　名

令和６年度金山町一般会計補正予算（第13号）
令和６年度金山町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）
令和６年度金山町介護保険特別会計補正予算（第５号）
令和６年度金山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）
令和６年度金山町水道事業会計補正予算（第５号）
令和６年度金山町下水道事業会計補正予算（第５号）
金山町特別職報酬等審議会条例の設定について
町長等の給与の特例に関する条例の設定について
刑法等の一部を改正する法律の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
金山町路線バス設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町一般職の職員の休養に関する条例等の一部を改正する条例の制定について
金山町みらい留学学生寮設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町産業振興条例の一部を改正する条例の制定について
金山町街角交流施設の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町消防団条例の一部を改正する条例の制定について
有屋辺地に係る総合整備計画の一部変更について
漆野辺地に係る総合整備計画の一部変更について
普通河川鍋倉川支川河川災害復旧工事請負契約の締結について

議第  ９号
議第10号
議第11号
議第12号
議第13号
議第14号
議第15号
議第16号
議第17号
議第18号
議第19号
議第20号
議第21号
議第22号
議第23号
議第24号
議第25号

議第26号

議第27号
議第34号
議第35号
議第36号

２．議員提出議案
議案番号 議　案　名

金山町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について発議第１号

３．町長提出議案（追加提出議案）
議案番号 議　案　名

金山町一般職の職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
総務課公用車の取得について
金山町副町長の選任について

議第37号
議第38号
議第39号

議案番号 議　案　名

４．議員提出議案（追加提出議案）

一級河川「沙河川」の早期改修を求める意見書発議第2号みらい留学学生寮

23 金山町議会だより 第142号


